
第１・２学年 複式算数科学習指導案 

 

日 時 平成２７年 ９月１８日（金）５校時 

児 童 １年生男子１名 女子１名  

    ２年生男子３名 女子１名  

指導者 藤 澤 千代子 

１ 単元名  

 第１学年 第２学年 

どちらがおおい 

（東京書籍「あたらしいさんすう１上」） 

水のかさをはかろう 

（東京書籍「新しい算数２上」） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

第１学年 第２学年 

 本単元では，体積の基礎的な概念と測定について，

初歩的な理解のための学習をする。水の体積は容器を

変えても変わらないという，体積の保存性について確

認するとともに，体積の測定については，直接比較・

間接比較・任意単位による測定を行っていく。水の体

積の概念の理解は，言葉での説明では難しいので，具

体物を使った操作や活動を通して体得していくこと

をねらいとしている。 

 本単元では，単位「dL」「Ｌ」「mL」を用いて，水

筒や身近な入れ物に入る水の体積を数値化し，体積を

明瞭・的確に表すことができるよさなどを扱って，体

積の概念を学習する。体積の単位や測定の意味を理解

させる際には，実際の測定活動を数多く経験させ，普

遍単位の必要性，有用性に気付かせながら，実感的に

理解させていくことをねらいとしている。 

【 系統表 】 

第１学年              第２学年             第３学年 

どちらがながい      

・長さの概念 

・長さの測定の基礎 

 直接比較，間接比較， 

 任意単位による比較 

                 ⑤３けたの数 

どちらがおおい      

・体積の概念 

・体積の測定の基礎 

 直接比較・間接比較・任

意単位による比較 

        

どちらがひろい      

・面積の概念 

・面積の測定の基礎 

 直接比較，任意単位による

比較 

         

長さのたんい        

・長さの測定 

・長さの単位「㎝」「㎜」と

単位関係 

・長さの計算 

 

水のかさのたんい      

・体積の測定 

・体積の単位「Ｌ」「dL」「mL」

と単位関係 

・体積の計算 

 

長いものの長さのはかり方 

・長さの単位「ｋｍ」と

単位関係 

長いものの長さのたんい   

・長さの単位「ｍ」と単位関

係 

重さのたんいとはかり方 

・重さの概念 

・重さの測定 

・重さの単位「ｇ」「ｋｇ」

「ｔ」と単位関係 

・重さの計算 

直方体と立方体の体積  

・体積の概念 

・体積の単位と単位関係 

第５学年 

小数          

・長さの小数表示 

・体積の小数表示 

計６名 



（２）児童について 

第１学年 第２学年 

２名とも，自分の考えを進んで発表しようとする

意欲がある。友達の考えに賛同したり，付け足しを

したりする意欲もある。しかし，注意力が伴わなか

ったり，友達の意見をよく聞こうとせず，自分の意

見だけで解決してしまったりする傾向もある。 

 算数科の計算学習については，たし算もひき算も

ほぼ正確にできる。また，時計や長さ比べの理解力

も高い。ただし，既習内容を忘れて，自分がやりや

すい解決方法で課題解決をする姿も見られる。 

 

 指示されたことは素直に取り組むことができる。

しかし，自分の考えをしっかりもつことが苦手で，

友達の考えに流されやすい児童が多い。また、自分

の考えを友達に分かりやすく説明したり，自分と友

達の考えを比べながら聞いたりすることも難しい。 

 算数科の学習では，全体的に理解力が乏しく質問

に対する反応も鈍い。計算問題や長さの測定など

で，何度も同じことを繰り返すことで理解できる面

もあるが，学習内容の定着には時間がかかり，時間

が経つと忘れやすい傾向もある。 

（３）指導にあたって 

  本単元の特性と児童の実態を踏まえ，本校研究仮説を実証し，めざす児童像「仲間意識をもって話

す・聞くことによって，相互に関わり合いながら考え，自分の思考を高めることができる子」に迫る

ために以下の点を考慮して指導する。 

第１学年 第２学年 

 本単元は，入れ物に入る水の体積の比較などの活

動を行う。直接比較や間接比較など，比較方法を見

付ける場面で考えの交流ができる。 

〈手立て１〉 

 お互いの考えを認め合えるようにするために，話

している人に体を向けて聞く姿勢や，聞いている人

が分かるように語尾の終わりまではっきり話す態

度を指導する。 

〈手立て２〉 

 友達の意見を聞いて自分の考えと比べたり，他の

考えがないか思考したりできるように，問い返しを

する。 

〈手立て３〉 

 友達のよかったところや，本時で分かったことを

交流し，価値付けをする。 

 本単元は，いろいろな容器に入る水の体積を測定

する活動を行う。液体を操作することに興味や関心

を向けながら，普遍単位の必要性に気付き，その方

法について考えを出し合い共有することができる。 

〈手立て１〉 

 発表意欲をもたせるようにするために，話してい

る人に体を向けて聞く姿勢や，聞いている人が分か

るように語尾の終わりまではっきり話す態度を指

導する。 

〈手立て２〉 

 友達と自分の考えの共通点や相違点に気付かせ

るために，友達と同じ意見であっても，言い直しを

したり，自分の言葉に置き換えたりして説明ができ

るように，問い返しをする。 

〈手立て３〉 

 友達のよかったところや，本時で分かったことを

交流し，価値付けをする。 

 

 

 

 

 



３ 単元の目標 

１学年 ２学年 

 体積の比較などの活動を通して，体積とその測定

についての理解の基礎となる経験や，体積について

の感覚を豊かにする。 

 体積の測定などの活動を通して，長さの学習を基

に単位の意味と測定の原理を理解し，体積の測定が

できるようにするとともに，体積について量の感覚

を身に付けられるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

１学年 ２学年 

【関心・意欲・態度】 

身の回りにある入れ物に入る水の体積に関心

をもち，比較の方法を工夫しようとし，体積を数

値化することのよさを見付けようとする。 

【数学的な考え方】 

身の回りにある入れ物に入る水の体積につい

て，直接比較や間接比較，任意単位による測定な

どの方法を考えている。 

【技能】 

直接比較や間接比較，任意単位による測定など

によって，体積を比べることができる。 

【知識・理解】 

体積についての基礎的な意味や感覚を身に付

け，保存性，比較の方法や任意単位による測定の

方法を理解する。 

【関心・意欲・態度】 

身の回りにある入れ物に入る水の体積に関心

をもち，量感を基に見当をつけて測定しようとす

る。 

【数学的な考え方】 

長さの学習を基に，体積の普遍単位の必要性に

気付き，体積の表し方を考え表現している。 

【技能】 

体積の単位を用いて，身の回りにある入れ物に

入る水の体積を測定することができる。 

【知識・理解】 

  体積について単位と測定の意味や，単位の関係

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 指導計画 

 第１学年 ４時間  第２学年 ８時間 

 

１ 

 

体積を比べる方法を考える。  

１ 

体積の普遍単位の必要性に気付く。 

関水の体積に関心をもち，比較の方法を工夫しよう

としている。 

関水の体積について，任意単位の限界や普遍単位の

必要性を考えようとしている。 

 

２ 

(本時) 

体積を直接比較，間接比較の方法で比べる。  

２ 

(本時) 

体積の普遍単位の必要性や有用性に気付き，

dLを知る。 

関水の体積に関心をもち，直接比較，間接比較，い

ずれかの方法で比べようとしている。 

関水の体積について，普遍単位の有用性に気付き，

dLを使って体積を表そうとしている。 

 

３ 

体積を任意単位を用いて数値化して表す。  

３ 

体積の普遍単位Ｌを知る。 

考体積を数値化して表すと良いことに気付き，その

方法を考え，説明している。 

関数の位取りの学習を基に，体積の上位単位を考え

ようとしている。 

４ 任意単位による比較の方法で体積を比べる。 ４ Ｌや dLを使って，体積を表す。 

知任意単位による体積の測定方法を理解している。 知Ｌや dLを用いた体積の表し方を理解している。 

  

 

 

 

 

       たしざん 

 

５ 

体積の普遍単位 mL を知り，ＬやｍL 表示容

器を探す。 

知 mLを知り，１Ｌ＝1000mL を理解している。 

 

６ 

体積の加減計算 

知体積の加法性や，同じ単位の数どうしを計算すれ

ばよいことを理解している。 

 

７ 

１Ｌのますを作り，いろいろな容器に入る水

の体積を測定する。 

関学習内容を適切に活用し，活動に取り組む。 

８ 学習内容の理解（しあげ） 

知基本的な学習内容を身に付けている。 

                ※ 上段：学習内容 下段：評価規準   ：つむぎあい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の指導     １学年（２／４）  ２学年（２／８） 

（１）目標  

第１学年 第２学年 

 身の回りにあるものの体積に関心をもち，直接比

較，間接比較の方法で比べようとする。 

 普遍単位の必要性や有用性に気付き，水の体積を

表す単位を使って，体積を表そうとする。 

 

（２）つむぎあいでめざす児童像 

第１学年 第２学年 

 自分の考えを，友達の方を見ながらはっきり話し

たり，友達の考えと自分とを比べながら聞いたりす

ることができる。 

 自分の考えを語尾まではっきり話したり，友達の

考えと自分とを比べながら聞いたりして，よりよい

考えに気付くことができる。 

 

（３）展開 （   は直接指導   は間接指導 ） 

第１学年 第２学年 

・指導上の留意点 

◆研究の重点◎評価 
学習活動 

段

階 

段

階 
学習活動 

・指導上の留意点 

◆研究の重点◎評価 

教科書Ｐ８７ 

・導入の始めは，

２年生と同時に

行う。 

 

１ 問題把握 

２つのペットボトルを見て，

水のかさや体積の比べ方に関

心をもつ。 

２ 課題設定 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

５

分 

導

入 

 

 

 

 

 

５

分 

１ 問題把握 

２つの水筒を見て，水のかさ

の表し方に関心をもつ。 

２ 課題設定 

 

教科書 P６５ 

・導入の始めは，

１年生と同時に

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題解決 

（１）見通し 

・比べ方を確かめる。 

・水の用意をして，比べる準

備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自力解決 

・片方の入れ物に，もう片方

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35

分 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35

分 

３ 課題解決 

（１）見通し 

・１dLのますで調べられるこ

とを知る。 

・１dLの読み方，書き方を練

習する。 

 

 

（２）自力解決 

・○アの水筒の水のかさを表す。 

・○イの水筒の水のかさを表す。 

・水のかさのちがいを表す。 

 

 

・いつでも水のか

さをわかりやす

く表すための道

具（１dLのます）

を提示する。 

 

 

 

 

◎普遍単位の有用

性に気付きなが

ら，水の体積を表

す単位を使って，

体積を表そうと

どちらがどれだけ多く入る

のか，わかりやすくあらわそ

う。 

どちらがおおくはいるのか，

くらべよう。 



◎体積に関心をも

ち，直接比較，

間接比較，いず

れかの方法で比

べようとするこ

とができる。 

（態度・ノート） 

 

 

◆どちらの水が多

く入るのか，調

べた結果を，理

由を付けてはっ

きりと話し，交

流させる。 

（手立て１） 

◆友達の考えを聞

いて、自分の考

えと比べるよう

にする。 

（手立て２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎水の体積に関心

をもち，直接比

較，間接比較い

ずれかの方法で

比べようとする

ことができる。

（態度・ノート） 

 

 

の水を入れて比べる。（直接

比較） 

・同じ大きさの入れ物に入れ

て比べる。（間接比較） 

 

 

 

 

（３）つむぎあい 

・自分の考えを説明する。 

 

 ○あを○いにうつしたらあふれた

から，○あの方が多く入る。 

 ○いを○あにうつしたらまだ入り

そうだから，○あの方が多く入る。 

 同じ入れ物に入れたら，○あの方

の水の高さが高いから，○あの方が

多く入る。 

  

 

 

４ まとめ 

・○あがおおくはいる。 

 

 

 

５ 活用 

 

５ 活用 

・別の２つの入れ物で，どちら

が多く入るのかを比べる。 

・△2 に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

・○アは１dLの８つ分で８dL 

・○イは１dLの６つ分で６dL 

・○アが○イより２dL多い 

 

 

 

 

 

５ 活用 

・１dL のますで，いろいろな入

れものに入る水のかさを調べ

る。 

・１dL のますの使い方を確かめ

る。 

・水のかさを予想しながら調べ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ つむぎあい 

・いろいろな入れものに入る水

のかさを調べた結果を交流す

る。 

・１dL のますを使うことのよさ

に気付く。 

している。 

（態度・プリント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎普遍単位の有用

性に気付きなが

ら，水の体積を表

す単位を使って，

体積を表そうと

している。 

（態度・プリント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆容器に入る水の

体積を１dL のま

すで調べること

のよさをはっき

りと話し，交流さ

せる。 

  （手立て１） 

◆友達の考えを聞

いて、自分の考え

との共通点や相

違点に気付かせ

る。（手立て２） 

水などのかさは，１dL

のますであらわすとわ

かりやすい。 

①かたほうにうつすと

くらべられる。 

②おなじいれものにい

れるとくらべられる。 



 

 

１学年  ２学年 

評価規準 【関心・意欲・態度】 

 身の回りにある入れ物に入る水の

体積に関心をもち，比較の方法を工

夫しようとしている。 

評価規準 【関心・意欲・態度】 

 普遍単位の必要性や有用性に気付

き，体積を表す単位を使って，体積を

表そうとしている。 

おおむね満足できる状況 

 

努力を要する状況の

児童への手立て 

おおむね満足できる状況 努力を要する状況の児

童への手立て 

 水の体積に関心をも

ち，直接比較，間接比較，

いずれかの方法で比べよ

うとしている。 

 自分の考えを認め

つつ，友達の考えや教

科書から，水の体積の

比較の仕方に気付か

せるようにする。 

 普遍単位の有用性に気

付きながら，体積を表す

単位を使って，体積を表

そうとしている。 

 自分の考えを認めつ

つ，友達の考えや教科

書から，水の体積の表

し方に気付かせるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振

り返り，価値付

ける。 

   （手立て３） 

６ 振り返り 

・友達のよかったところや，本

時で分かったことを交流す

る。 

 

終

末 

 

 

 

５

分 

終

末 

 

 

 

５

分 

６ 振り返り 

・友達のよかったところや，本時

で分かったことを交流する。 

 

・１年生の学習が本

時と繋がってい

ることを意識さ

せ，本時の学習を

価値付ける。 

（手立て３） 



（３）板書計画 

〇１年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ○あがおおくはいる。  

 

 

 

 

 

                     △2  （問題写真提示） 

                            ○か  ○き  ○く  

                                

 

                      よそう→○き  

                      わけ→ ○きがいちばんふといいれものだから 

みずのたかさはおなじでも，おなじいれも

のにいれないと くらべられない。 

                        

 

                       

                       

 

  

○めどちらがおおくはいるのか， 

 くらべよう。 
○ま  ①かたほうにうつすとくら

べられる。 

②おなじいれものにいれ

るとくらべられる。 

 

                      

 

 

 

 

  １dL １デシリットル 

                       （いろいろな入れものの写真） 

（水筒の挿絵）             

・○アは１dLの８つ分で８dL 

・○イは１dLの６つ分で６dL             

・○アが○イより２dL多い 

                               １dLのます 

                                ◎べんり 

                                ◎わかりやすい 

                                ◎dLの数で，りょうが 

                                 わかる 

○めどちらがどれだけ多く入るのか， 

 わかりやすくあらわそう。 

○ま水などのかさは，１dL のますであら

わすとわかりやすい。 

１．くらべるじゅんび 

２．じぶんのくらべかたをき

める 

・かたほうにうつす 

・おなじいれものにいれる 

３．わかったことをノートに

かく 

・〇がおおくはいります。わ

けは，～だからです。 

 

１dLのますで，水のかさを調べよう。 

１．入れものと１dL のま

すのじゅんび 

２．水のかさをよそうする 

３．調べてけっかを書く 

４．スペシャルもんだいに

ちょうせん！ 


